
 

 

                                                  

○ 

○ 中堅教諭として学校全体に目を向けて、子どもたちのために自分は何ができ 

るのか、考えながら日々の職務に取り組んでいきたい。 

○ 研修を通して、自分の課題を明確にすることの重要性を感じることができた。 

○ 職場内では自分から率先してコミュニケーションを図り、職場の組織力を高め 

ることができるように貢献していきたい。 

○ ミドルリーダーとしての役割を確認することができた。養護教諭は学校全体が 

見える立場でもあるので、この研修で学んだことを今後に生かしていきたい。 

○ 幼稚園教諭のミドルリーダーとして、研修で学んだことを振り返り、子どもたちの 

支えとなる「学び続ける」保育教諭を目指して行きたい。 
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〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

ＴＥＬ:(0244)26-1314 

ＦＡＸ:(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時：令和６年４月２６日（金）９：５０～１６：００ 

○会  場：南相馬市合同庁舎（南相馬市原町区錦町１－３０） 

○参加者：小学校教諭２名、中学校教諭４名、養護教諭１名、幼稚園教諭２名、合計９名 

○内 容：講 話「１０年経験の教職員に望むこと」  講 義「服務と勤務及び倫理」    

講 義「域内における教育の現状と課題」   

（小・中・義務）協 議「自校の現状と中堅教諭としての課題」（Ⅰ｢生徒指導｣Ⅱ｢学習指導｣） 

（ 幼稚園等 ）協 議｢特色ある教育課程の編成・実施・評価｣「幼稚園等の管理と安全対策」 

説 明「中堅教諭等資質向上研修の意義と概要」「今後の研修の進め方」 
 

【研修のまとめ】 

個々の能力、適性等に応じて実践的指導力の深化を図るとともに、広い視野から学校を組織的にマネジメ

ントしていく立場にあることを自覚しながら、以下の点に留意して研修を進めていきましょう。 

○ 校内での研修や授業改善の中心としての役割を自覚し、学びの変革を実現できるような学習者の視点で

の授業づくりを進める。 

○ 「新たな不登校を出さない」という認識の下、すべての児童生徒に対し、組織をあげた早期発見・早期対応

を行う支援体制の充実を図る。 

○ 令和４年に改訂された「生徒指導提要」に提示されている生徒指導の定義と目的を再度確認するととも

に、「ふくしまサポートガイド」を活用してよりよい生徒指導につなげる。 

○ 幼児・教師・保護者・地域等の実態を把握し、目の前にいる幼児の資質・能力を育成するための、園の特 

色を生かしたカリキュラム・マネジメント【幼児教育】 
 
 

 研修の感想
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